
高山寺所蔵輝摩詞術論論義草紙背文書
歴史研究室

商' ' 1寺（京都浴西栂尼）には多数の聖教賊が蔵されていることは著名であるｏその' ' １第139
函には聖教の断簡が多数収められているが，これまで未盤即のままになっていたため，ひと
まず応急の整理を行ったところ，紙背文州; をもつ諭義草かと認められるものの断簡が多数含
まれていることが明らかとなった。その体裁には，袋綴装と巻子装の二極頬があり，又料紙
の寸法にも相違がある。しかしその筆跡は同じであり，しかもその木文は「間云々 」とあっ
て間然形式をとり，同じ性格の本と考えて差支えないようである。その中の一つには「稗際
詞術論巻第･ ' - - ' の内題があり，又その表紙にも「第' . 」とあって，それらは体裁に, , ; , j 進はあ
るにせよ稗摩詞荷諭の論義草と考えて差支えないのではなかろうか。なおその奥諜は次の如
くである。「建, 仁二年七月二十九1 1未時i ' 了

生年二十Ｉ凡Ｉ仏子祐覚本也」

又巻子装の中にも，（巻次未詳）

「建久七年閲正月二' 1巳' ' 於五室房午時’ 1$了」
の奥‘ w: があり，これらはいずれも建久年' ' ' ' 末頃から雌仁二年頃の数年間にわたって，盤かれ
たようである。

その紙背文1 1判: ' には文治・建久・建仁等の年号のものも兄えており，１１{ : 』ゲの時期に比較的
近い頃の文諜のようである。諭義草紙: i I ﾃ 文, I #の数は少くないため，ここでは特に内容上注, ，
すべきものを' ' 点選んでここに紹介する。なお文1 . W: 名の下の（）内の数字は，塊在原本に
付けられている整理番号である。

（’ ）には粉河寺の二月千手会のことが見えている。（３）の「尊勝院御房令補別当給て
候へとも」とは，東大･ 斌柵院弁暁が火大寺別当となった時のことで建久, 0 年のものであろ
う。雑賀庄は紀伊国海部郡にある。（４）の「当寺鎮守八幡」とは東大寺八幡宮のことで

ある。又「大仏四天之御拝見大切候欺」とあるのは，復興なった大仏を拝兄することを繭め

たもので興味深いものである。又（５）は伊強国肺植庄関係のもので，大仏のことも見えて

いる。（６）には「あけちのふたう（御堂）」修理の勧進のため，まず「岡の守謹のみた

ち」へ行って後，「国i 1 . 1 の大名のとのはら」以一卜･ に奉加を求めようとしたことが記されてい

る。「あけちの御堂」所在の国名は詳かにしえなかったが，国における勧進に際してまず守

謹のもとへ行ったということは，国内における守護の権威がいかに大きかったかということ

をよく物語っている。守護はその国の国術在庁に対する指揮権をもっていたが，その権威を
篇りることは在庁以下有力領主胴に対する勧進などを成功させる上においても里: 要なことで

あったようである。（７）には河内国炎志庄のことが見えている。（８）についてはなお文

意の明瞭でないところがあるが，父親と娘婿との関係が兇えている。又｢ 夜出苅｣ はすでに鎌

倉時代初期に罪科の一つとされていたことが知られる史料である。又（９）（1 0 ）（1 1 ）は替

米，併米，借銭に側する史料の一つである。（ I ｣ , I , Ｉ 稔）
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⑧
僧
某
申
文
（
五
’
四
）

（
端
聖
充
瞥
）

「
｜
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
二
Ⅱ
Ⅱ
川
一
一
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
｜
巾
文
」

一
立
行
カ
ム
コ
五
郎
卜
巾
候
男
ハ
、
去
年
ノ
九
川
一
一

〔
ノ
〕

ｎ
身
ハ
不
堪
口
身
一
一
テ
候
ヘ
ハ
、
コ
ノ
男
ヲ
可
仕

御
曲
候
シ
ヵ
ハ
、
ツ
ホ
モ
チ
ニ
モ
石
仕
ワ
シ
マ
シ

候
、
然
二
立
行
所
労
ノ
者
ニ
テ
候
ヘ
ハ
、
万
班
ム

コ
ヲ
ク
ノ
ミ
テ
田
地
分
作
セ
候
、
依
之
丁
寧
一
一
ワ

ラ
ヒ
ヲ
ホ
リ
、
田
ヲ
作
養
候
虚
、
薬
王
九
名
一
段

ハ

大
之
内
、
一
段
ハ
ム
コ
ノ
分
二
定
候
了
、
此
月
二

〔
シ
カ
〕

メ
ヲ
サ
リ
候
時
、
ム
コ
井
ム
ス
メ
ヲ
出
口
候
時
、

件
Ⅲ
ヲ
返
シ
取
卜
相
論
仕
候
、
然
二
仰
ヲ
相
待
候

間
、
或
ハ
五
郎
房
ヲ
夜
凹
カ
リ
ク
リ
ト
申
、
或
ハ
本

ノ
メ
ヲ
ウ
チ
ク
ェ
フ
ミ
テ
候
、
一
灸
一
一
以
外
ノ
ヒ

カ
コ
ト
ニ
テ
候
、
鼻
三
君
ノ
モ
ト
ョ
リ
消
息
候
、

コ
ラ
ム
候
へ
シ
、
営
時
ハ
名
御
聞
苦
モ
ロ
候
ト
テ
、

鼻
三
君
ヲ
モ
コ
シ
ラ
ヘ
テ
候
、
稲
ハ
随
口
候
ハ
ム

ト
テ
股
テ
候
、
タ
ヒ
峡
へ
シ
、
鼻
三
識
ハ
ッ
ョ
ク

レ

申
サ
ゅ
テ
、
各
立
行
カ
ロ
傾
可
候
欺
、

一
鏡
持
ハ
土
屋
ノ
具
足
上
キ
ハ
ク
ラ
ヵ
サ
レ
候
卜
ｎ

Ｕ
奉
返
之
山
申
候
、
蚊
板
ハ
コ
ホ
チ
テ
候
、
排
仏

堂
ｎ
Ｕ
ノ
キ
牌
木
ヲ
コ
ホ
チ
可
返
之
郡
二
候
ラ

例
氏
名
未
詳
書
状
（
後
欠
）
（
四
’
一
五
）

御
文
委
承
給
候
了
、
又
注
文
一
通
拝
見
仕
候
了
、
万

聯
故
御
房
之
御
非
常
以
後
〈
、
偏
澄
房
恐
候
ト
モ
、

師
諮
上
一
一
、
父
母
ト
モ
惣
ま
い
ら
せ
て
候
、
阿
閣
梨

御
斑
一
一
ハ
御
料
販
ハ
カ
リ
ニ
テ
コ
ソ
候
、
鴬
国
候
天

白
蝶
明
候
天
、
如
形
所
ヲ
沙
汰
仕
候
そ
、
陥
貴
房
御

（
マ
マ
）

ト
ク
ニ
候
也
、
後
に
と
も
か
と
も
炎
一
房
之
ヲ
ホ
シ
メ

ｕ
お
□
や
う
ぐ
き
た
て
つ
か
ま
つ
る
へ
き
よ
し
門
川
川

〔
な
〕

ｕ
ふ
ひ
ま
□
く
候
ひ
つ
る
と
こ
ろ
に
、
お
ん
つ
か
□

も
り
沢
く
た
り
候
は
ぬ
あ
ゐ
た
、
た
ひ
ノ
ー
さ
□
つ

か
ま
つ
り
候
ひ
て
、
こ
と
し
か
な
は
す
候
、
承
か
□
と

し
ま
か
り
よ
り
て
候
う
ゑ
に
、
も
り
沢
お
口
使
ひ
ま

か
り
く
た
り
候
は
す
峰
か
の
も
の
上
く
□
つ
ら
に

〔
か
〕

く
ち
う
せ
候
ひ
な
ん
す
と
お
ぼ
え
候
、
□
ま
ゑ
て
こ

よ
の
と
き
御
威
の
す
ゑ
を
も
□
、
こ
の
み
た
う
を
修

理
つ
か
ま
つ
り
候
ば
ん
と
□
し
候
ゆ
へ
鳴
も
り
沢

を
ん
つ
か
ゐ
か
ま
か
り
□
た
り
候
へ
か
し
と
、
お
と

ふ
た
ま
ゑ
候
一
一
候
、
［
Ⅱ
Ｕ
と
お
き
あ
ゐ
た
に
て
候
へ

は
、
諸
率
一
を
一
一
く
は
し
く
ま
う
し
候
は
す
候
て
、

後
を
日
委
口
申
候
、
恐
く

十
二
月
六
日
僧
連
西
申
文

進
上
預
所
殿
御
雌

⑪
僧
立
珍
米
借
文
（
八
’
二
）

（
端
災
普
）

「
恵
光
一
尻
三
斗
」

謹
辞
借
請
米
事

参
斗

合
伍
斗
者

右
件
米
、
以
所
下
時
可
弁
進
之
状
如
右
、

建
仁
二
年
五
月
六
口
僧
立
珍（花

押
）

（
○
加
号
卜
同
ジ
）

此
料
不
候
故
如
此
申
候
、
到
来
御
米
若
一
石
之
所

下
候
欺
、
仰
候
故
五
斗
階
文
入
候
也
、

う
し
候
、
尤
と
い
さ
上
か
の
瓢
鉾
加
の
候
□
き
に
候
、

又
象
か
ら
一
人
し
て
か
な
う
□
し
く
候
し
か
は
、
も

曇
示
力
〕

り
沢
お
ん
つ
か
ゐ
に
□
う
し
つ
の
て
候
し
か
は
、
け

た
□
□
す
り
□
□
ｎ
川

一
’

’
一

（
中
欠
）
・

’
’

’
一

|｜

１
一

八
鳳
九
胤
一
１
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サ
ム
サ
マ
ー
ー
候
へ
シ
、
但
価
一
一
ヒ
ト
ッ
モ
御
慶
分
候
ハ

、
水
栖
之
口
内
石
手
胤
北
二
段
、
淡
志
御
庄
二
阿
閤

梨
御
房
御
坐
時
た
ば
ん
と
仰
候
き
、
若
虚
言
ヲ
申
候

〔
乗
力
〕

ハ
、
仏
神
ノ
ニ
ク
マ
レ
カ
プ
リ
候
へ
シ
、
蛍
一
尻
王
□

藤
〈
ナ
チ
マ
イ
ラ
セ
テ
、
禅
聖
御
庭
分
候
マ
シ
ト
ハ

、
何
人
の
候
一
一
ヵ
候
ラ
ム
、
不
瀞
候
堺
也
、
善
悪
申

へ
キ
ー
一
候
寸
、
蛍
房
ノ
御
ハ
カ
ラ
ヒ
候
へ
シ
、
又
今

二
三
日
間
令
参
候
天
、
委
細
叩
上
候
へ
シ
、
又
此
明

音
房
候
へ
シ
、
又
弘
旧
巧
脊
分

－
１
（
後
艇
）
’
一

⑩
僧
徳
口
米
借
文
（
七
’
二
○
）

謹
辞
階
諸
米
郡

合
壱
石
伍
斗
者

右
件
米
、
以
来
年
夏
季
供
米
、
可
返
納
之
状
如
件
、

建
久
三
年
十
二
月
州
日
僧
徳
□

（
花
押
）

（
○
Ⅲ
賎
卜
同
ジ
）

⑨
明
慶
書
状
（
七
’
一
八
）

恋
光
房
ノ
便
ノ
日
記
不
給
候
之
己
前
一
一
、
四
石
五
斗

ノ
供
米
ヲ
ハ
南
宗
ヵ
米
二
四
斗
六
升
、
山
東
ノ
倉
ノ

預
ヵ
不
ル
申
先
一
一
六
斗
倉
二
留
テ
候
、
ソ
レ
モ
今
一

斗
余
ハ
不
足
卜
巾
候
也
、
随
善
登
テ
可
沙
汰
仕
鞭
一
一

候
、
恋
光
房
ノ
借
文
一
一
五
斗
立
用
、
コ
レ
ソ
今
度
ノ
日

記
一
天
不
注
候
、
万
鮒
ヵ
替
米
、
明
度
ヵ
替
米
、

ミ
ナ

手
代
卜
皆
加
数
記
候
了
、
共
残
ハ
候
也
、
小
豆
ノ
四

斗
下
テ
候
也
、
謹
言
、

二
月
廿
日
明
度
上

ム
画
■
■
’

九
月

IＩ

ｐ
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突
厳
御
房／- 、
切

御封
返、- ／
聯

②
僧
円
入
貢
上
状
（
一
’
一
三
）

黄
上僧

門
入

右
進
上
如
件

文
治
元
年
五
月
十
三
Ⅱ

稗
際
詞
術
論
論
義
草
紙
背
文
押

仙
僧
隆
西
申
文
（
一
’
五
）

（
端
喪
充
に
肥
）

「
（
切
封
）

誰
上
突
厳
御
房
ま
い
る
僧
隆
両
申
文
」

廿
Ⅱ
之
比
一
一
ク
粉
河
寺
ノ
ー
月
千
手
会
ノ
舞
ヲ
、

診
脚
唾
昌
拝
塁
陽
寿
一
一
セ
サ
セ
候
ハ
ャ
ト
恩
給
候
、

シ
キ
小
腸
寿
叩
如
何
幼
少
当
初
ヨ
リ
観
音
命
助
二

候
へ
シ
、

テ
候
、
尤
可
然
候
ト
恩
給
候
也
、

可
然
候
〈
、
、
正
月

御
山
も
枇
間
大
堺
に
候
魔
、
口
此
陽
寿
を
ま
い
ら
せ

候
こ
そ
返
煮
無
心
峡
へ
、
此
石
定
法
師
か
朝
夕
食
物

不
令
持
候
、
返
を
渋
猿
候
、
不
及
力
候
也
、
大
事
〈

如
形
部
〈
成
し
て
候
か
、
餓
死
一
定
の
聯
に
候
也
、

万
事
計
略
識
て
候
也
、
御
山
へ
〈
諸
国
よ
り
物
の
上

候
へ
〈
、
諦
覗
心
に
く
上
候
、
も
し
俄
物
な
と
候
は

ん
時
〈
、
小
分
な
り
と
も
た
つ
ね
て
可
給
候
也
、

見
参
之
時
如
令
叩
候
、
此
小
童
〈
御
心
に
あ
か
せ
お

〈
し
ま
さ
上
ら
ん
、
き
は
う
い
か
に
も
ノ
ー
御
教
訓

候
て
、
学
文
を
も
行
を
も
せ
よ
と
ヲ
ホ
せ
候
へ
く
候
、

ヲ
ヤ
ノ
コ
、
ロ
イ
ヵ
、
ト
不
可
恩
召
候
、
ア
ナ
カ
シ

コ
ノ
ー
、
又
モ
シ
ニ
三
ｎ
ヤ
シ
ナ
ハ
セ
ヲ
ハ
シ
マ
シ

候
ナ
ン
ャ
、
入
蹴
ヲ
仕
候
〈
、
ヤ
ト
恩
給
候
一
一
、
一

昨
冬
候
ハ
ム
、
一
切
狼
料
も
候
ハ
ネ
ハ
、
エ
ヲ
モ
ヒ

タ
チ
候
ハ
ヌ
ニ
候
仁
事
者
、
石
定
法
師
可
令
申
候
也
、

十
二
月
廿
八
、
僧
隆
西
巾
文

側
氏
名
未
詳
書
状
（
後
欠
）
（
一
’
二
○
）

か
な
ら
す
ノ
、
此
擬
恵
〃
上
人
〈
こ
れ
ニ
テ
よ
り

批
軌
偽
証
し
年
来
の
知
人
二
隙
而
依
所
労
参

て
可
令
進
給
候
、
詣
の
し
る
し
申
語
と
被
巾
候
也
、
余

あ
な
か
し
に
、
人
の
を
ハ
さ
上
せ
た
ま
は
す
と
□

今
月
四
日
御
消
息
健
以
拝
見
、
不
審
之
虚
、
悦
承
候

了
、参

詣
候
本
、
今
月
中
ハ
労
指
合
候
之
間
、
不
可
叶
候

覗

也
、
常
楽
会
之
間
、
京
下
之
人
雑
ゅ
兄
沙
汰
仕
事
候
、

又
自
廿
日
僧
寺
鎮
守
八
幡
春
季
御
八
識
五
ヶ
ロ
川
仕

候
之
間
、
今
月
ハ
か
た
ノ
、
恩
を
無
極
候
也
、
可
被

仰
合
本
何
事
候
哉
、
尤
不
幕
候
、
此
月
之
月
中
二
可

被
仰
之
事
仁
天
候
者
、
白
地
二
御
退
州
候
へ
か
し
、

候い上座噂候今其樵よ大（３）

螺鵜､ 鵜鑑1 僅
六謹もて候房唾可可は汰者玄
月言候給口令令巾や進、雲

( ､ 礎柵灘錨I i m展
' １、もⅡ当候也給、を、 - ′ ／ - 、

災ｨ , , & 代給也、候又使－

１i 睡繊士
§ 醗灘

商山寺所蔵稗序詞荷論論義草紙背文調

隆
玄

⑥
僧
運
西
申
文
（
二
’
二
○
・
一
二
）

毎
年
の
勤
行
と
つ
か
ま
つ
り
候
う
ゑ
に
、
こ
と
し
の

を
ん
い
の
り
に
や
く
し
く
百
座
井
仁
王
経
百
部
仁
王

誰
而
座
勤
行
つ
か
ま
つ
り
て
候
、
そ
の
巻
数
ま
い
ら

せ
あ
け
候
、

〔
雌
力
〕

そ
の
中
二
殊
一
一
巾
上
候
あ
け
ち
の
駐
た
う
修
口
事
、

（
聖
）

｛
峡
″
〕

召
候
は
ぬ
あ
ゐ
た
、
元
縁
の
ひ
し
り
を
す
ふ
め
□
、

奉
加
の
帳
を
つ
く
り
て
、
国
の
守
謹
み
た
ち
を
は
し

〔
は
〕

め
ま
い
ら
せ
候
ひ
て
、
国
中
の
大
名
の
と
の
□
ら
を

す
上
め
ま
い
ら
せ
候
へ
は
、
あ
け
ち
の
染
た
う
の
那

一
天
尤
と
、
あ
つ
か
り
所
と
の
上
御
奉
加
あ
る
□
し
、

そ
の
と
き
に
お
の
ノ
、
ほ
う
か
す
へ
き
よ
し
、
大
箱

の
と
の
ば
ら
お
口
候
、
さ
り
な
か
ら
象
た
ち
は
奉
加

〔
た
〕

候
、
国
巾
を
あ
ま
ね
く
す
ふ
め
候
は
ん
か
□
め
に
ま
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